
芦別市地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

１ 本町循環線 ５．４人／１運行当たり
２ 上芦別線 ６．２人／１運行当たり
３ 頼城線 ６．９人／１運行当たり
４ 芦別温泉線 ６．４人／１運行当たり

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

●令和2年6月下旬案内
令和２年度第1回（書面）会議を開催し、7月6日書面議決
地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請について 外

●令和2年11月26日 令和２年度第２回会議を開催
地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 外

●令和3年6月18日案内
令和３年度第１回（書面）会議を開催し、6月28日書面議決
地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請について 外

●令和4年1月13日案内
令和４年度第２回（書面）会議を開催し、1月20日書面議決
地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 外

●令和4年5月18日 令和４年度第１回会議を開催
地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請について 外

●令和4年10月7日 令和４年度第2回会議を開催
地域公共交通計画（案）について 外

●令和5年1月18日 令和4年度第3回会議を開催
地域公共交通確保維持改善事業の事業評価及び
計画策定に係る事業の取組状況について 外

●令和5年6月23日 令和５年度第１回会議を開催
地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請について 外

●令和6年1月10日 令和５年度第２回会議を開催
地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 外

●令和６年５月２３日 令和６年度第１回会議を開催
地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請について 外

●令和6年6月13日 令和６年度第２回会議を開催
芦別市地域公共交通協議運賃委員会の設置について

●令和6年10月10日 令和６年度第３回会議を開催
キラキラバスのダイヤ改正について 外

●令和７年1月１６日 令和６年度第４回会議を開催
地域公共交通確保維持改善事業の事業評価 外

令和６度事業概要

事業実施の目的・必要性

芦別市は、人口の減少及び高齢化の進展並びに広大な行政区域に集落が点在する地理
的問題を有している。こうした中で、市内路線バスは、通院、通学、通勤、買い物など市民生
活の足として重要な役割を担っている。
特に、当市の人口に占める６５歳以上の高齢者割合は４８％を超え、滝川市、砂川市、旭
川市など他市に通院する方がいることから、市内路線バスは、ＪＲや地域間幹線系統（滝
川・芦別線）と接続する重要な交通手段となっており確保維持が必要となっている。

【本町循環線】 ①芦別駅前～あけぼの団地～芦別駅前

②芦別駅前～市立病院～芦別駅前

【上芦別線】 ③芦別駅前～南１条東１丁目～さつき団地（国道経由）

④芦別駅前～市立病院～さつき団地（市立病院経由）

【頼城線】 ⑤芦別駅前～南１条東１丁目～頼城（国道経由）

⑥芦別駅前～市立病院～頼城（市立病院経由）

【芦別温泉線】 ⑦芦別駅前～市立病院～芦別温泉

地域公共交通の現況

・ＪＲ根室本線（芦別駅、上芦別駅、野花南駅）
・空知交通（株）（市内４路線７系統）
・北海道中央バス（株）（地域間幹線１路線、都市間高速１路線）
・スクールバス（６路線）
・共立タクシー(有)（芦別・新城線運行）



令和６年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・平成２３年度に実施した市民アンケート調査及び昨年度実施した「地域公共交通調査事業」の結果をもとに、２５年１１月から４路線による循環バスの本格
運行を開始し、平成２８年１０月には系統数や便数の見直しを行った。令和元年１２月に駅前整備を行い地域公共交通のハブ化を図り、令和２年１０月１日
に運行ダイヤの一部見直しを行った。・バス事業者事務所、バス車内、庁舎内デジタルサイネージ、市広報紙、市ホームページでフィーダー路線を周知
・バス車体にマグネット広告を掲示し、少額ではあるが運送外収入を確保

２）運行系統

①②本町循環線 ③上芦別線（国道経由） ④上芦別線（市立病院経由）

⑤頼城線（国道経由） ⑥頼城線（市立病院経由） ⑦芦別温泉線



３）利用実績

４）収入実績
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令和5補年度 本町循環線 7,896人 上芦別線 23,037人
頼城線 21,042人 芦別温泉線 9,229人 合計 61,204人
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令和6補年度 本町循環線 8,876人 上芦別線 20,466人
頼城線 19,383人 芦別温泉線 10,204人 合計 58,929人
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令和5補年度（税抜） 本町循環線 634,520 上芦別線 3,873,078円
頼城線 4,970,970円 芦別温泉線 2,056,096円 合計 11,534,664円
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令和6補年度（税抜） 本町循環線 638,900円 上芦別線 3,904,365円
頼城線 5,013,764円 芦別温泉線 2,069,011円 合計 11,626,040円



６）目標・効果達成状況

空知交通㈱が運行する市内路線バスについて、４路線７系統を計画どおり運
行したことにより、市民生活の足の確保がなされた。

【本町循環線】

目標値５．４人／１運行当たりに対し６．１人／１運行当たりで目標を達成した。

【上芦別線】

目標値６．２人／１運行当たりに対し５．４人／１運行当たりで、目標を達成でき
なかった。人口減少が主な要因と考えられる。

【頼城線】

目標値６．９人／１運行当たりに対し６．４人／ １運行当たりで、目標を達成でき
なかった。人口減少が主な要因と考えられる。

【芦別温泉線】

目標値６．４人／１運行当たりに対し７．０人／１運行当たりで目標を達成した。

７）事業の今後の改善点

・市民が安心して暮らすことができるよう通院、通勤、通学、
買い物など、生活の足となる公共交通路線の維持確保を
図るため、地域公共交通計画を策定し、令和５年度より計
画に基づき、生活交通ネットワークの構築を進める。
・令和６年１０月から令和７年１０月までの期間において、
公共交通の利用に関する記事を２回、デジタルサイネー
ジでの周知を期間配信し利用促進を図る。
・利用実績に基づいたダイヤ改正を行う。

（令和７年度分と併せて評価）

フィーダー事業は計画どおり適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果


